
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1
12

13

職員同士の連携が上
手く図れず、コミュ
ニケーションも減っ
てきている。

ユニットリーダー2名
を中心に現場の声を拾
い上げ、お互いの連携
が図れるよう調整・指
導を行う。

2 3

運営推進会議等で地
域の方々にも現状を
伝えてはいるが、一
部の方に限定されて
いる。

自治会に加入している
ことから自治会長や民
生委員等にも当事業所
の活動を伝えていく。

3 16

4月より管理者が交代
となり、まだ信頼関
係の構築ができてい
ない。

毎月発行している野菊
便り等も活用しながら
施設の考え等も発信し
ていく。

4 37

入居者の意向を上手
に引き出すことが出
来ていない。

マニュアルの見直しを
行う。個別援助の必要
性についても再度職員
へ伝えていく。

5 35

年2回避難訓練を実施
しているが、台風等
を想定した訓練は実
施していない。

消防の方にも意見を聞
きながら、災害時のマ
ニュアルを作成する。

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

２．　　目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

入居者と向き合う時間を作
り、ゆっくりと話ができる
環境を整備する。 1年

台風や水害を想定した訓練
を今年度実施する。

1年

地域密着型の特性を活かし
近隣住民へも発信してい
く。 1年

電話や面会時にコミュニ
ケーションを図り、家族の
思いや考えを傾聴し、信頼
関係の構築に努める。

1年

目　　　　標

日勤者同士でコミュニケー
ションを図り、連携が図れ
る様になる。

グループホーム　野菊

令和　4　年　4　月　20　日

目標達成に
要する期間

1年


